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が
ら

行
っ
て
み
る
？

父
・
聖
武
天
皇
、
母
・
光
明
皇
后
と
の
間
に
は
男
の
子
が
育
た
ず
、

阿
倍
内
親
王
は
史
上
唯
一
の
女
性
皇
太
子
と
し
て
皇
位
継
承
が

決
め
ら
れ
て
い
た
。

仏
教
と
都
の
為
に
生
涯
を
捧
げ
た
孤
高
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
。

称
徳
天
皇
陵
（
高
野
陵
）

ご
本
尊
の
十
一
面
観
音
様
は
光
明
皇
后
が
モ
デ
ル
。
光
明
皇

后
が
考
え
た
と
い
わ
れ
る
「
お
守
り
犬
」
は
今
も
尼
僧
さ
ん

が
一
つ
一
つ
手
作
り
し
て
い
る
。

法
華
寺

光
明
皇
后
発
願
の
お
寺
。

遣
唐
使
の
渡
海
安
全
を
祈
っ
た
お
寺
で
、
現
在
も

旅
行
・
留
学
安
全
祈
願
を
し
て
い
る
。

端
正
な
顔
立
ち
の
十
一
面
観
音
様
に
う
っ
と
り
。

海
龍
王
寺奈

良
観
光
で
絶
対
外
せ
な
い
、
世
界
に
誇
る
日
本
の
宮
殿
！

３
６
０
度
見
渡
せ
る
広
大
な
景
色
に
囲
ま
れ
て
奈
良
時
代
に

思
い
を
馳
せ
て
み
よ
う
。

平
城
宮
跡大

陸
の
制
度
・
技
術
・
文
化
を
持
ち
帰
る
た
め
、
命
が
け
で

海
を
渡
っ
た
遣
唐
使
た
ち
。

遣
唐
使
船
の
甲
板
に
上
が
っ
て
記
念
撮
影
。

平
城
京
歴
史
館 

遣
唐
使
船
復
原
展
示

称
徳
天
皇
が
、
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
の
鎮
圧
と
国
家
安
泰
を

願
っ
て
建
て
た
お
寺
。

創
建
当
時
か
ら
残
る
四
天
王
像
の
邪
鬼
を
は
じ
め
、
多
く
の

仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

西
大
寺

奈
良
時
代
の
ス
ー
パ
ー
ウ
ー
マ
ン
！

光
明
皇
后
・
阿
倍
内
親
王
の

祈
り
の
足
跡
を
た
ど
る

散
策
お
す
す
め
ル
ー
ト

「
な
ら
平
城
京
歴
史
ぶ
ら
り
」
ア
プ
リiPhone

Android

平
城
宮
跡
散
策
に
便
利
♪

平
城
宮
の
周
り
の

お
寺
紹
介

平
城
宮
と
共
に
歩
ん
で
き
た
お
寺
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
が
あ
り
ま
し
た
。

国
の
繁
栄
と
、
平
和
を
願
っ
て
つ
く
ら
れ
た
平
城
京
。

そ
の
中
心
で
あ
る
平
城
宮
の
周
り
に
は
、
い
く
つ
も

の
お
寺
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

平
城
京
に
と
っ
て
お
寺
は
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
大
切
な
場
所
で
す
。
法
華
寺
、
海
龍
王
寺
、
そ
し

て
西
大
寺
は
、
当
時
の
天
皇
・
皇
后
の
思
い
を
受
け

継
ぎ
、
今
も
な
お
、
平
和
の
た
め
に
祈
り
を
続
け
て

い
ま
す
。

お
寺
に
行
き
、
ご
本
尊
の
前
で
目
を
閉
じ
、
静
か
に

手
を
合
わ
せ
て
い
る
と
、
仏
様
、
そ
し
て
奈
良
時
代

の
人
々
と
対
話
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
浸
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
日
常
の
喧
騒
を
は
な
れ
、
穏
や
か
な

気
持
ち
で
奈
良
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

中野祥圓主事

奈
良
時
代
最
後
の
大
寺
・
西
大
寺
。

国
を
守
る
た
め
に
四
天
王
像
造
立
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

称
徳
天
皇
は
こ
の
お
寺
を
、
父
・
聖
武
天
皇
の

建
て
た
東
大
寺
に
負
け
な
い
日
本
一
煌
び
や
か

な
お
寺
に
し
よ
う
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

本
堂
前
に
は
実
際
に
は
建
立
で
き
な
か
っ
た
称

徳
天
皇
の
夢
の
あ
と
・
八
角
七
重
塔
の
キ
セ
キ

と
と
も
に
、
五
重
塔
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

千
三
百
年
の
時
間
の
ふ
る
い
に
か
け
て
残
っ
て

い
る
も
の
は
良
い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

都
の
土
が
残
る
場
所
へ
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

女
帝
・
称
徳
天
皇
が
目
指
し
た

日
本
一
煌
び
や
か
な
お
寺

大
和
西
大
寺
駅
よ
り
徒
歩
５
分

西
大
寺

樋口教香住職

法
華
寺
は
光
明
皇
后
の
父
・
藤
原
不
比
等
邸
跡

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
城
宮
の
東
院
庭
園

と
隣
り
合
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
幼
い

皇
族
の
方
々
が
よ
く
お
寺
に
遊
び
に
来
て
い
た

よ
う
で
す
。

お
寺
を
建
て
た
光
明
皇
后
は
困
窮
者
救
済
に
尽

力
さ
れ
た
方
で
、
女
性
の
鏡
。
そ
ん
な
光
明
皇

后
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
お
寺
で
授
与
さ
れ
る

「
お
守
り
犬
」
は
、
今
も
な
お
尼
僧
が
一
つ
一
つ

手
作
り
し
て
い
ま
す
。

ご
本
尊
の
十
一
面
観
音
様
、
ま
た
白
檀
で
作
ら

れ
た
国
内
唯
一
の
御
分
身
に
会
い
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

皇
室
、
そ
し
て
光
明
皇
后
の

思
い
と
共
に
1
2
5
0
余
年

新
大
宮
駅
よ
り
徒
歩
１５
分

法
華
寺

石川重元住職

海
龍
王
寺
は
平
城
遷
都
以
前
か
ら
こ
の
地
に

あ
っ
た
寺
院
が
元
と
な
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
、
光
明
皇
后
が
海
龍
王
寺
と
改
め
、

国
全
体
を
守
る
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
皇
族

一
人
一
人
を
仏
教
の
力
で
支
え
る
お
寺
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

仏
法
を
伝
え
る
平
城
宮
内
唯
一
の
内
道
場
と

な
り
、唐
か
ら
帰
っ
た
玄
昉
が
教
鞭
を
ふ
る
っ

て
い
ま
し
た
。

平
城
宮
の
内
裏
か
ら
も
近
い
場
所
に
あ
る
為
、

悩
み
を
抱
え
た
天
皇
が
玄
昉
さ
ん
を
頼
っ
て

お
寺
に
来
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

「
国
」
で
は
な
く
「
個
人
」
に

寄
り
そ
う
天
皇
家
の
祈
願
・
祈
祷
寺
院

海
龍
王
寺

新
大
宮
駅
よ
り
徒
歩
１５
分

おすすめコースの詳細

いざ、宮跡へ。

http://www.tenpyosai.jp/

平城京天平祭にお越しのうえ、ぜひ古の時代に思いを馳せてみてください。

春 平城京の時代の歴代天皇、貴族、文武百官が天平衣装を身にまとい練り歩く
「天平行列」が宮跡を彩る

夏 夜の平城宮跡で「燈花会＠大極殿」などの光と灯りの幻想的な空間を楽しめる

秋 季節の美しい花々の展示と、「衛士隊の再現」などの古代行事の再現が行われる

平城京天平祭

平城宮跡で春・夏・秋に行われる奈良時代を感じることができるイベント。
シーズン毎に様々な催しが盛りだくさん。

春 夏 秋
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7
1
0
年
（
和
銅
3
年
）、
今
の
奈
良
県
北
部
に

平
城
京
が
誕
生
。
多
く
の
人
が
平
城
京
の
入
り
口

で
あ
る
羅
城
門
を
く
ぐ
り
、
朱
雀
大
路
を
進
ん
で

平
城
宮
へ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
都
は
当
時
、「
な
ら
の
み
や
こ
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

な
ら
の
み
や
こ
、
平
城
京
誕
生
！

平
城
京
は
唐
の
長
安
を
モ
デ
ル
に
し
て
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
7
0
2
年
、
唐
に
渡
っ
た
遣
唐
使
た
ち

は
長
安
の
都
を
見
て
驚
愕
し
、
そ
の
感
動
を
日
本

に
持
ち
帰
り
ま
す
。

で
き
あ
が
っ
た
平
城
京
は
長
安
の
都
に
似
た
形
を 

し
て
い
て
、
都
の
中
は
一
辺
お
よ
そ
5
3
3
m
の

碁
盤
の
目
状
に
道
路
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

目
指
せ
、
長
安
！

7
8
4
年
長
岡
京
へ
、
7
9
4
年
に
は
平
安
京
へ

と
都
が
遷
り
ま
す
。
残
さ
れ
た
平
城
京
の
大
部
分

は
田
畑
と
な
り
、平
城
京
は
長
い
間
土
の
中
に
眠
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
以
降
の
保
存

運
動
の
成
果
も
あ
り
、
平
城
宮
の
遺
構
は
奇
跡
的
に

残
り
、
1
9
9
8
年
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
貴
重
な
史
跡
を
伝
え
る
た
め

平
城
宮
整
備
は
続
き
ま
す
。

平
安
遷
都
、
そ
し
て
…

奈
良
時
代
中
期
の
約
5
年
間
、
一
時
期
に
都
が
平
城
京
か
ら

離
れ
ま
し
た
。
7
4
5
年
、
聖
武
天
皇
が
紫
香
楽
宮
か
ら

再
び
平
城
京
に
戻
っ
て
く
る
と
、
平
城
宮
の
大
規
模
な
改
築
が

行
わ
れ
ま
す
。
大
極
殿
は
東
へ
と
移
り
、
元
あ
っ
た
場
所

に
は
新
た
な
宮
殿
（
西
宮
）
が
建
ち
ま
し
た
。

中
央
区
朝
堂
院

朱雀門

東
区
朝
堂
院

内
裏

大極殿

兵
部
省

式
部
省

西
宮

壬生門

朝
集
殿
院

後期奈良時代

大
極
殿
院

中
央
区
朝
堂
院

朱雀門

東
区
朝
堂
院

内
裏

壬生門

前期奈良時代 平
城
京
の
大
改
築
！

平
城
京
、
平
城
宮
。

奈
良
の
都

政
治
の
中
心

阿倍内親王
孝謙天皇
称徳天皇
７１８～７７０年

阿倍内親王
孝謙天皇
称徳天皇

阿倍内親王
孝謙天皇
称徳天皇

阿倍内親王
孝謙天皇
称徳天皇
７１８～７７０年

道鏡
７００（推定）～７７２年
道鏡
道鏡７００（推定）～７７２年

聖武天皇
701～756年
聖武天皇
聖武天皇701～756年

光明皇后
701～760年
光明皇后
光明皇后701～760年

元明天皇
661～721年
元明天皇
元明天皇661～721年

玄昉
不明～746年
玄昉
玄昉不明～746年

平
城
宮
跡
は
地
元
・
奈
良
の
人
た
ち
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

幕
末
、
津
藩
・
大
和
奉
行
所
の
北
浦
定
政
が

田
畑
と
な
っ
て
い
る
平
城
宮
跡
を
調
査
し
、

「
平
城
宮
大
内
裏
跡
坪
割
の
図
」
を
作
成
。

明
治
期
に
は
建
築
史
家
・
関
野
貞
が
第
二
次

大
極
殿
の
基
壇
を
発
見
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
奈
良
県
の
植
木
職
人
・
棚
田

嘉
十
郎
が
平
城
宮
跡
の
保
存
活
動
に
乗
り

出
し
ま
す
。

朱
雀
門
の
前
に
建
つ
棚
田
嘉
十
郎
の
銅
像
は
、

保
存
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
第
二
次

大
極
殿
を
指
さ
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
存
在
な
く
し
て
は
、
今
の
平
城
宮

跡
は
語
れ
な
い
の
で
す
。

平
城
宮
跡
を

守
っ
た
人
た
ち

田
畑
が
世
界
遺
産
へ
⁉

天
皇
陵
は
こ
こ
か
！

散
策
お
す
す
め
ル
ー
ト
で

行
っ
て
み
る
？

協力：唐招提寺

約
1
3
0
0
年
前
、
平
城
宮
は
天
皇
や
貴
族
だ
け
で
は
な
く
、

多
く
の
人
た
ち
の
力
に
よ
っ
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
今
の
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
毎
日
仕
事
に
追

わ
れ
な
が
ら
も
平
和
な
世
の
中
を
築
い
て
い
こ
う
と
す
る

人
々
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
宮
殿
を
造
り
、

道
を
通
し
、
社
寺
を
建
て
、
こ
う
し
て
奈
良
の
街
は
出
来

上
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

旅
の
は
じ
ま
り
は
、
奈
良
の
は
じ
ま
り
の
地
・
平
城
宮
か
ら
。

都
を
支
え
て
き
た
人
た
ち
の
思
い
を
感
じ
に
、
是
非
平
城

宮
跡
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

奈
良
旅
の
ス
タ
ー
ト
は

平
城
宮
跡
か
ら
！

海
龍
王
寺

西
大
寺

称
徳
天
皇
陵（
高
野
陵
）

法
華
寺

東
院
庭
園

東
院
庭
園

一

遺
構
展
示
館

遺
構
展
示
館

二

推
定
宮
内
省

推
定
宮
内
省

三

朱
雀
門

朱
雀
門

七

平
城
京
歴
史
館

　

遣
唐
使
船
復
原
展
示

平
城
京
歴
史
館

　

遣
唐
使
船
復
原
展
示

十

※
平
成
28
年
６
月
末
に
閉
館

※
平
成
28
年
６
月
末
に
閉
館

第
一
次
大
極
殿

第
一
次
大
極
殿

四

第
二
次
大
極
殿

第
二
次
大
極
殿

五

兵
部
省
・
式
部
省

兵
部
省
・
式
部
省

六

九

平
城
宮
跡
資
料
館

平
城
宮
跡
資
料
館

復
原
事
業
情
報
館

復
原
事
業
情
報
館

八

施
設
紹
介

月
曜
日
・
年
末
年
始

休
園
日

9
時
〜
16
時
半

入
館
は
16
時
ま
で

開
園
時
間

無
料

一
部
有
料
施
設
あ
り

入
園
料

こ
れ
が
発
掘
現
場
！

こ
こ
で
は
、
通
常
、
地
中
に
埋
め

戻
さ
れ
て
し
ま
う
発
掘
現
場
を
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
保
存
し
て
い
ま

す
。
塼
（
せ
ん
）
と
呼
ば
れ
る
レ

ン
ガ
を
敷
き
つ
め
た
建
物
跡
な

ど
、
珍
し
い
遺
構
を
間
近
で
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

遺
構
展
示
館

二

奈
良
時
代
の
役
所
跡
？

天
皇
の
住
ま
い
・
内
裏
の
東
側
に
、

築
地
塀
で
囲
ま
れ
た
役
所
の
跡
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
宮
内

省
と
み
ら
れ
、
当
時
の
姿
が
再
現

し
て
あ
り
、
平
城
宮
で
働
い
て
い

た
役
人
た
ち
の
暮
ら
し
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

推
定
宮
内
省

三

古
代
庭
園
で
優
雅
に
宴
⁉

歴
代
の
天
皇
は
、
東
院
庭
園
で
宴

会
や
儀
式
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
緑
色
の
釉
薬
を
か
け
た

瓦
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、
称
徳
天

皇
が
建
て
た
豪
華
な
東
院
玉
殿
が

近
く
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
も
秋
に
は
観
月
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

東
院
庭
園

一四

平
城
宮
の
中
核
、

           

天
皇
の
た
つ
場
所

第
一
次
大
極
殿
は
、
藤
原
京
の
大

極
殿
を
移
築
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
も
恭
仁
京
・
大
極

殿
、
山
城
国
分
寺
・
金
堂
と
移
り
、

8
8
2
年
に
焼
失
し
ま
し
た
。

当
時
の
天
皇
が
立
っ
た
場
所
か
ら

平
城
宮
を
眺
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
一
次
大
極
殿　祝

、
役
所
名
判
明
！

宮
内
に
あ
っ
た
7
0
ほ
ど
の
役
所

の
う
ち
、
実
際
の
役
所
名
が
判
明

し
た
例
は
数
件
ほ
ど
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
う
ち
の
2
つ
が
兵
部

省
・
式
部
省
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
兵

士
と
官
人
の
人
事
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。

兵
部
省
・
式
部
省

六 五

大
極
殿
が
引
っ
越
し
⁉

奈
良
時
代
後
半
、
大
極
殿
の
位
置

が
今
の
第
二
次
大
極
殿
と
呼
ば
れ

る
場
所
へ
と
移
り
ま
し
た
。

基
壇
の
上
に
立
つ
と
、明
治
時
代
、

関
野
貞
が
こ
こ
を
大
極
殿
跡
と
推
定

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
朝
堂
院
跡

を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
二
次
大
極
殿宮

殿
の
正
門
、

  

コ
コ
を
く
ぐ
る
と
平
城
宮
！

復
原
さ
れ
た
朱
雀
門
は
、「
伴
大

納
言
絵
詞
」
に
残
る
平
安
京
の
朱

雀
門
、
現
存
す
る
法
隆
寺
・
中
門
、

薬
師
寺
・
東
塔
、
東
大
寺
・
転
害

門
な
ど
を
参
考
に
し
て
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
朱
雀
門
を
く
ぐ
る
と
宮

殿
の
中
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
す
。

朱
雀
門

七

本
物
の
木
簡
や

     

土
器
を
見
る
な
ら
コ
コ
！

奈
良
文
化
財
研
究
所
の
過
去
の

研
究
成
果
か
ら
最
新
の
発
掘
状

況
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
資

料
館
。

実
際
に
発
掘
さ
れ
た
木
簡
や
土

器
、
瓦
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
中
に
は
可
愛
い
デ
ザ

イ
ン
を
し
た
出
土
物
も
？
！

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
、

                   

都
造
営
の
思
い

奈
良
時
代
の
土
木
技
術
・
版
築
や

瓦
の
製
造
方
法
な
ど
を
紹
介
し
つ

つ
、
現
代
の
復
原
事
業
の
様
子
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
人

た
ち
の
都
造
営
に
か
け
る
熱
意
、

そ
し
て
今
の
人
た
ち
の
復
原
に

か
け
る
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
施
設

で
す
。

八

復
原
事
業
情
報
館

平
城
宮
跡
資
料
館

九

遣
唐
使
船
が
つ
な
ぐ

                

日
本
と
ア
ジ
ア
！

「
平
城
宮
跡
歴
史
公
園
」
の
玄
関
口
と
し
て

新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！　

遣
唐
使
船
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
で
す
。

※
平
成
28
年
６
月
末
に
閉
館

ア
ジ
ア
と
の
交
流
は
当
時
の
日
本

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の

か
、
映
像
や
展
示
で
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

館
外
に
は
復
原
さ
れ
た
遣
唐
使
船

が
あ
っ
て
、甲
板
の
上
に
立
っ
て
、

遣
唐
使
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。

平
城
京
歴
史
館
遣
唐
使
船
復
原
展
示

十

大
人 

   

5
0
0
円

高
校
・
大
学
生 

  

2
5
0
円

小
・
中
学
生 

  

2
0
0
円

（
4
5
0
円
）

（
2
0
0
円
）

（
1
5
0
円
）

入
場
料

（
団
体
料
金
）

ど
こ
行
く
？

写真：奈良文化財研究所

写真：奈良県

日
本
に

唐
の
文
化
や

お
経
を

伝
え
る
ん
だ
！

平
城
京
へ

引
っ
越
し
ま
す
！

仏
教
の
力
で

世
の
中
を

よ
く

す
る
ん
だ
！

仕
事
も
恋
も

が
ん
ば
る
！

称
徳
天
皇
を

サ
ポ
ー
ト

す
る
ん
だ
！

困
っ
て
る
人
を

助
け
た
い
！

中
国
の
唐
は
、
政
治
・
文
化
の

中
心
地
で
し
た
。

唐
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

為
に
、貴
族
や
お
坊
さ
ん
な
ど
が

唐
に
留
学
し
ま
し
た
。

工
事
こ
う
じ

平
城
宮
を
作
る
と
き
、

元
々
こ
こ
に
あ
っ
た

谷
を
埋
め
、
古
墳
を

壊
し
、大
規
模
な
整
地

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

宮
殿
を
よ
り
華
や
か
に

見
せ
る
た
め
に
造
ら
れ

た
建
物
。

内
裏
や
東
院
庭
園
に
も

建
っ
て
い
た
り
、
大
極

殿
院
の
回
廊
完
成
後
、

南
門
の
両
側
に
も
楼
閣

が
増
築
さ
れ
ま
し
た
。

役
人
た
ち
の
出
勤
前
の

待
機
場
所
。
東
側
の
朝

集
殿
は
移
築
さ
れ
て
、

今
は
唐
招
提
寺
の
講
堂

に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
唯
一
の
平
城
宮

の
建
物
。

土
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
様
に

固
め
る
古
代
の
土
木
技
術
の

こ
と
。

木
製
の
道
具
を
使
っ
て
土
を

上
か
ら
叩
き
、
建
物
の
土
台

な
ど
を
作
る
際
に
に
使
わ
れ

ま
し
た
。

幢
旗
ど
う
き

特
別
な
儀
式
の
と
き
、

大
極
殿
前
に
は
幢
旗
と

呼
ば
れ
る
7
本
の
旗

（
八
咫
烏
・
太
陽
と
月
・

四
神
）
が
立
ち
ま
し
た
。

ま
じ
な
い

昔
の
人
は
、
災
い
や
病
気
を

防
ぐ
た
め
、
顔
が
描
か
れ
た

土
器
や
脚
の
折
れ
た
土
馬

な
ど
に
思
い
を
託
し
て
水
に

流
し
て
い
ま
し
た
。

役
人
は
、
木
簡
を
刀
で
削
り
、

筆
で
文
字
を
書
い
て
仕
事
を

し
て
い
た
た
め
、
刀
筆
の
吏

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

と
う
ひ
つ
の
り

刀
筆
の
吏

お
酒
や
酢
を
作
る
役
所
の
こ
と
。

中
に
は
石
が
敷
か
れ
六
角
形
の

屋
根
が
つ
い
た
特
別
な
井
戸
が

あ
り
、
天
皇
の
た
め
の
お
酒
を

造
っ
て
い
ま
し
た
。

ぞ
う
し
ゅ
し

造
酒
司

第
二
次
大
極
殿
跡
は
、

江
戸
時
代「
大
黒
の
芝
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
名
前
と
土
の
高
ま

り
な
ど
か
ら
、関
野
貞
は

こ
こ
を
大
極
殿
跡
と

推
定
し
ま
し
た
。

だ
い
こ
く
の
し
ば

大
黒
の
芝

ち
ょ
う
し
ゅ
う
で
ん

朝
集
殿

大
極
殿
院
の
南
に
あ
る
朝

堂
院
で
は
、
役
人
が
毎
日

朝
6
時
半
か
ら
昼
頃
ま
で
、

年
間
2
4
0
日
間
近
く
働

い
て
い
ま
し
た
。

し
ご
と
仕
事

朱
雀
門
か
ら
南
に

の
び
る
朱
雀
大
路

は
幅
7
4
・
6
m
、

東
西
に
の
び
る
二
条

大
路
は
幅
3
7
ｍ
、

平
城
京
の
中
で
も

こ
の
２
つ
は
桁
外

れ
に
大
き
い
道
路

で
し
た
。

す
ざ
く
お
お
じ

朱
雀
大
路

に
じ
ょ
う
お
お
じ

二
条
大
路

ろ
う
か
く

楼
閣

平
城
宮
に
は
東
西
南

北
に
3
つ
ず
つ
門
が

あ
り
、
門
の
名
前
は

そ
の
門
を
守
っ
て
い
た

氏
族
の
名
前
に
由
来

し
て
い
ま
す
。

も
ん門

奈
良
文
化
財
研
究
所
、

通
称
〝
な
ぶ
ん
け
ん
〞。

日
本
全
国
の
文
化
財
、

建
造
物
、史
跡
な
ど
の

研
究
・
保
存
を
し
て

い
ま
す
。

な
ぶ
ん
け
ん

奈
文
研

け
ん
と
う
し

遣
唐
使

儀
式
や
警
備
に

使
う
馬
を
飼
育

す
る
た
め
の
馬

小
屋
の
こ
と
。

平
城
宮
跡
資
料

館
の
あ
る
場
所

に
は
、
馬
寮
が

あ
り
ま
し
た
。

め
り
ょ
う

馬
寮

平
城
京
の
北
・
奈
良
山

丘
陵
で
は
、
平
城
宮
を

造
る
た
め
の
瓦
が
沢
山

焼
か
れ
ま
し
た
。

か
わ
ら
瓦

は
ん
ち
く

版
築

う
た
げ
宴東

院
庭
園
で
は
、
彗
星
や
、

1
つ
の
茎
に
2
つ
の
花
を
つ

け
た
蓮
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、

そ
の
た
び
に
宴
が
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

内
裏

だ
い
り

天
皇
は
内
裏
で
生
活
を

し
て
い
ま
し
た
。
内
裏

の
建
物
は
神
社
と
同
様
、

檜
皮
葺
の
屋
根
を
も
つ
、

日
本
古
来
の
様
式
で

造
ら
れ
ま
し
た
。

仮
庁
舎


